
金
廣 

愛
璃
さ
ん

2
0
2
6
年
9
月
退
任

ホ
ア
ン 

グ
エ
ン
さ
ん

2
0
2
6
年
9
月
退
任

これまでとこれから。地域おこし協力隊を退任
地域おこし協力隊として、それぞれのミッションに取り組んできた2人が退任します。
地域の人とつながり、試行錯誤を重ねた活動の日 と々、退任後に描く未来を紹介します。

□政策企画課　まちづくり推進係　☎・お太助フォン 42-5612問

支えてもらったまちで
今度は支える側に

2015年、技能実習生として安芸
高田市にやって来たグエンさん。慣
れない生活の中、市民の温かさに
触れ、「このまちに恩返しがしたい」
と思うように。その後、ベトナム人コ
ミュニティーの構築を目的とした
協力隊の募集を知り、迷わず応募
しました。着任後は市内を回り、ベ
トナム人住民や企業、地域の人た
ちとの関係づくりからスタート。「安
心して相談できる場をつくりたい」
と、Facebookに「安芸高田市に住
んでいるベトナム人会」を立ち上
げ、生活情報を発信しながら、悩み
に耳を傾けてきました。相談は医療
や福祉、銀行から、市役所や入管、
自動車免許の手続きまでさまざま。
病院などでの通訳、市役所のお知
らせの翻訳も担っています。さらに
日本語学習の支援にも取り組み、2
年前からはグエンさん自身もオンラ

インで指導。「日本で働き続けるた
めに、日本語能力試験や特定技能
試験に挑戦する人もたくさんいま
す。介護福祉士の資格を目指す人
も。みんなの頑張りたいという気持
ちを応援したい」。一人一人の目標
に寄り添い、将来の可能性を広げ
る挑戦を支えてきました。

国籍を越えてつながる
交流の輪をこれからも

グエンさんが力を入れたもう一つ
の活動が、外国人と日本人が交流
できる場づくりです。国際交流サッ
カー大会や郡山ウオーキングなど
のほか、2024年にはベトナムの旧
正月を祝う「ベトナムテト」を初開
催。2025年には約170人、2026年
には約240人が参加しました。「外
国籍市民は市の人口の5％を超え、
その約1/3がベトナム人。最近はイ
ンドネシア人やタイ人なども増えて
います。いろいろな国の人が交流で

きる機会をつくれたことがうれしい
です。支援機関や監理団体の協力
があったからこそ、コミュニティー
の輪を広げることができました」。
一方、イベントの準備では、思うよう
に進められなかったこともありまし
た。「自分のことなら諦めていたかも
しれない。でも、みんなのためだか
ら頑張れました」。さまざまな課題
に向き合う中で、自身の成長につな
がったと振り返ります。安芸高田市
を「第2の故郷」と語るグエンさん。
協力隊退任後は、人権多文化共生
推進課の相談員として、地域と外国
人住民をつなぐ活動を続けていき
ます。

ステージや料理を楽しみながら、国籍を
越えて交流できる「ベトナムテト」。「今
後は日本文化を伝えるステージも取り入
れたい」とグエンさん。
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初めての経験を力に！
市の魅力をもっと全国へ

「安芸高田市の魅力的なものを
見つけ、全国の皆さんに届けたい」。
そんな思いで、ふるさと納税の推進
をミッションに活動してきた金廣さ
ん。まずは人とつながることが大切
と、一軒一軒事業者を訪ね、地域の
集まりにも積極的に参加。そこから
新たな情報や出会いが生まれ、7社
の新規登録、22社からの新商品提
案につながりました。「物だけでな
く、安芸高田市に来るきっかけもつ
くりたい」と、乗馬やゴルフなど体
験型の返礼品も開拓しました。10
代からアイドル活動をしてきた金
廣さんにとって、ビジネスとして企
業や事業者と関わるのは初めての
経験。「最初は会社を訪問するだけ
でもドキドキでした。でも、元気に
笑顔で精いっぱい接すると、皆さん
心を開いてくださって。本当にいろ
いろな方に助けてもらい、とても成

長できた2年間でした」と振り返り
ます。ふるさと納税の発信にも力を
入れ、返礼品を提供する事業者を
訪ね、商品や作り手の魅力を伝え
るYouTubeの連載企画「安芸高田
ふるさとチャンネル」を企画・制作。
アポイントから取材、撮影、編集、ナ
レーションまで一貫して担当しまし
た。「取材する中で、事業者の多く
がPRまで手が回っていないことに
気付きました。この動画が事業者さ
んの紹介ツールになれば」と、商品
の魅力はもちろん、作り手の思いま
でしっかり伝えることを大切に制
作しました。

麻雀教室にカフェと
次なる野望は盛りだくさん

金廣さんは退任後も安芸高田市
に拠点を置き、広島市・東京と行き
来しながら活動する予定。将来は古
民家を活用し、カフェやアトリエに
する構想も。「どんな場所にしてい

こうかな」と、すでに新たな楽しみ
が広がっています。そして実は、金
廣さんはプロ雀士としての顔も。今
後は日本プロ麻雀協会のプロ雀士
として、本格的に活動していきます。

「今、ご高齢の方の中で、健康麻雀
が盛り上がっているので、住民の皆
さんに向けた麻雀教室も開けたら
いいなと思っています。協力隊を退
任しても、SNSでまちの魅力を発信
したり、一人の安芸高田市ファンと
して関わり続けたい」。これからも自
分らしい形で、大好きなまちとのつ
ながりを育んでいきます。

アイドルやプロ雀士など、多彩な顔を持
つ金廣さん。持ち前の明るさと行動力で、
これからどんな活躍を見せてくれるのか
楽しみです。
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